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会員数 469 名（平成 29 年７月 31 日現在）

「活きがい」　（渡部厚子会員制作）

会
員
募
集
の
お
知
ら
せ

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
一
緒
に
お
仕
事
を

す
る
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

市
内
に
お
住
ま
い
で
原
則
60
歳
以
上

の
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方
な
ら
ど

な
た
で
も
入
会
で
き
ま
す
。

　

入
会
を
ご
希
望
の
方
、
シ
ル
バ
ー
に

興
味
を
お
持
ち
の
方
は
左
記
の
日
程
で

会
員
募
集
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
の

で
、
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※	

ご
不
明
な
点
は
事
務

局
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い

平成29年度後半期日程
会場：�白井市保健福祉センター（ウェルぷらっと）�

３階（市役所右隣）
　　　※�９月、11月は会場が白井市高齢者就労指導�

センターとなりますのでご注意ください
開催月日 曜日 時　間
９月28日 木

いずれも10時より約１時間

10月26日 木
11月22日 水
12月22日 金
１月25日 木
２月22日 木
３月22日 木

「広報しろい」各月15日号にも案内が掲載されます。
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平
成
29
年
度 

定
時
総
会
開
催
報
告

　

当
セ
ン
タ
ー
の
平
成
29
年
度
定
時
総

会
が
去
る
６
月
17
日
（
土
）
白
井
市
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
会
員
３
１

２
名
（
内
、
議
決
権
行
使
書
に
よ
る
も

の
２
５
９
名
）
の
出
席
を
得
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

総
会
は
、
渋
田
伸
弌
会
員
の
司
会
で

定
刻
通
り
始
ま
り
、
伊
東
威
郎
副
理
事

長
の
開
会
宣
言
、
安
藤
俊
和
理
事
長
の

挨
拶
に
続
き
、
伊
澤
史
夫
白
井
市
長
・

秋
本
享
志
白
井
市
議
会
議
長
は
じ
め
ご

来
賓
の
ご
祝
辞
を
い
た
だ
い
た
後
、
議

長
に
池
の
上
地
区
の
曽
布
川
房
雄
会
員

を
選
出
し
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

報
告
事
項
と
し
て

・
平
成
28
年
度
監
査
報
告

・
平
成
28
年
度
事
業
報
告

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
次
に
決
議
事
項
に

移
り
、
第
１
号
議
案　

平
成
28
年
度
決

算
は
原
案
通
り

可
決
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
総
会

終
了
後
事
務
局

か
ら
の
報
告
と

安
全
標
語
の
唱

和
を
行
い
、
次

に
事
業
部
会
か

ら
先
の
同
好
会
・
サ
ー
ク
ル
活
動
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
の
報
告
が
あ
り
、

世
話
役
の
決

ま
っ
た
パ
ソ
コ

ン
、カ
ラ
オ
ケ
、

ゴ
ル
フ
、旅
行
、

卓
球
に
つ
い
て

は
立
ち
上
げ
が

決
ま
り
当
日
、

会
場
で
初
回
の

打
ち
合
わ
せ
を

行
い
ま
し
た
。囲
碁
、将
棋
、麻
雀
、パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
、
俳
句
・
短
歌
・
川
柳
に
つ

い
て
は
世
話
役
選
任
さ
れ
次
第
発
足
す

る
こ
と
に
決
ま
り
ま
し
た
。

　

白
井
市
で
は
60
歳
以
上
の
人
口
の
増

加
に
よ
り
高
齢
者
市
民
へ
の
期
待
は
高

ま
っ
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
当
セ
ン
タ
ー
は
平
均
年
齢

の
上
昇
、
会
員
数
や
事
業
実
績
の
伸
び

悩
み
の
課
題
を
抱
え
て
い
る
状
況
で

す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
と
し
て
は
「
自
主
、
自

立
」「
共
働
、
共
助
」
の
基
本
理
念
に

立
ち
か
え
り
、
白
井
市
に
お
け
る
高
齢

社
会
の
活
力
あ
る
担
い
手
と
し
て
、
地

域
に
根
付
き
地
域
に
評
価
さ
れ
る
セ
ン

タ
ー
を
目
指
し
て
、
事
業
の
発
展
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

１
．
目
標

　

①
安
全
就
業
の
推
進

　

②
新
た
な
就
業
先
の
確
保

　

③
地
域
社
会
へ
の
展
開

２
．
事
業
計
画

　

①
遵
法
主
義
の
徹
底

　
　

・	

公
益
社
団
法
人
と
し
て
遵
法
主

義
を
徹
底
す
る
。

　

②
就
業
分
野
の
開
拓
・
拡
大

　
　

・
受
託
事
業
拡
大

　
　

・
派
遣
事
業
拡
大

　

③
会
員
の
増
強

　
　

・
入
会
説
明
会
の
定
期
開
催

　
　

・
女
性
会
員
の
増
強

　
　

・「
友
呼
び
運
動
」
の
展
開

　

④
普
及
啓
発
活
動
の
強
化

　

⑤
健
康
管
理
の
徹
底

　

⑥
安
全
・
適
正
就
業
の
推
進

　
　

・
作
業
中
・
途
上
の
事
故
ゼ
ロ
化

　
　

・「
適
正
就
業
実
施
要
綱
」
徹
底

　

⑦	
調
査
活
動
の
事
業
実
施
内
容
へ
の

反
映

　
　

・
会
員
の
意
識
調
査
を
適
宜
実
施

３
．
収
支
予
算

　

予
算
書
は
公
益
認
定
法
に
基
づ
き

「
収
支
相
償
」
で
作
成
し
て
い
ま
す
。

直近５年会員数及び事業別契約高の推移
（金額単位；千円）

年度

会員数（人）
請負事業

独自事業 合　　計 派遣
事業公　　共

民　　間
企業等 一般家庭

男性 女性 合計 契約高 ％ 契約高 ％ 契約高 ％ 契約高 ％ 契約高 ％ 契約高
28 383 87 470 41,177 23.7 89,964 51.9 41,361 23.8 1,027 0.6 173,529 100 8,159
27 376 80 456 40,444 22.2 99,232 54.4 41,744 22.9 921 0.5 182,341 100 8,414
26 361 82 443 39,318 20.7 106,762 56.4 42,281 22.3 1,079 0.6 189,440 100 2,163
25 360 81 441 39,658 21.0 105,369 55.7 42,975 22.7 1,007 0.6 189,009 100 1,207
24 378 80 458 41,469 21.5 106,332 55.0 44,445 23.0 1,021 0.5 193,267 100 2,183

平
成
29
年
度
事
業
計
画
概
要

会場の風景

市長挨拶
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不
全
な
状
態
と
な
ら
な
い
よ
う
適
正

な
管
理
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
良

好
な
生
活
環
境
の
保
全
及
び
安
全
で

安
心
な
街
づ
く
り
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

②
訪
問
型
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス

・	

平
成
29
年
１
月
25
日
、
当
セ
ン
タ
ー

は
白
井
市
認
定
事
業
所
指
定
を
受

け
、
２
月
事
業
ス
タ
ー
ト
。
こ
の
事

業
を
推
進
す
る
た
め
11
名
の
会
員
が

白
井
市
認
定
生
活
支
援
員
と
し
て
市

の
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

③
千
葉
県
知
事
選
挙
投
票
所
受
付

・	

平
成
29
年
３
月
26
日
、
10
投
票
所
に

16
名
の
会
員
が
就
業
し
ま
し
た
。

④「
広
報
し
ろ
い
」全
世
帯
・
企
業
配
布

・	

実
施
時
期
は
平
成
29
年
５
月
15
日
号

か
ら
開
始
。
毎
月
１
日
と
15
日
号
の

２
回
配
布
。
実
施
体
制
は
70
配
布
地

区
、
会
員
50
名
体
制
で
す
。
配
布
部

数
は
市
内
全
世
帯
及
び
企
業
に
約
二

万
五
千
部
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

理
事
長
　
安
藤
　
俊
和

　

当
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
28
年
度
事
業

目
標
を
「
高
齢
社
会
を
迎
え
る
白
井
市

民
の
支
援
の
担
い
手
と
し
て
」と
掲
げ
、

セ
ン
タ
ー
一
丸
と
な
っ
て
活
動
を
重
ね

て
ま
い
り
ま
し
た
。
28
年
度
の
実
績
に

つ
い
て
数
点
申
し
上
げ
ま
す
。

　

１
点
目
は
、
会
員
数
で
す
。
前
年
度

よ
り
14
名
増
４
７
０
名
と
な
り
ま
し
た
。

　

２
点
目
は
収
支
の
悪
化
で
す
。

　

契
約
金
額
は
、
受
託
事
業
と
派
遣
事

業
併
せ
て
１
億
８
千
万
円
と
な
り
、
前

年
度
よ
り
約
９
百
万
円
の
減
収
と
な

り
、
収
支
は
２
百
万
円
強
の
赤
字
計
上

と
な
り
ま
し
た
。
最
大
の
要
因
は
、
契

約
金
額
の
55
％
強
を
占
め
る
工
業
団
地

内
就
業
先
で
の
就
業
希
望
者
不
足
か
ら

く
る
実
績
減
少
で
あ
り
ま
す
。

　

３
点
目
は
、
安
全
就
業
に
関
し
て
で

あ
り
ま
す
。
傷
害
事
故
５
件
、
物
損
事

故
１
件　

計
６
件
の
発
生
で
、
前
年
度

の
13
件
か
ら
半
減
い
た
し
ま
し
た
。

　

４
点
目
は
、
適
正
就
業
で
す
。
昨
年

度
の
千
葉
労
働
局
の
指
導
を
受
け
、
現

在
、工
業
団
地
企
業
と
の
契
約
形
態
を
、

派
遣
へ
の
切
り
替
え
等
の
改
善
努
力
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

次
に
、
29
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て

で
あ
り
ま
す
が
、
最
重
点
項
目
を
、
減

少
傾
向
に
あ
る
事
業
実
績
に
歯
止
め
を

掛
け
、
伸
張
さ
せ
て
事
業
運
営
を
好
転

さ
せ
る
こ
と
と
し
、
セ
ン
タ
ー
一
丸
で

各
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

そ
の
成
果
の
一
例
を
申
し
上
げ
ま
す

と
、
公
共
分
野
に
お
い
て
本
年
２
月
１

日
に
介
護
保
険
制
度
「
訪
問
型
家
事
援

助
サ
ー
ビ
ス
基
本
型
事
業
所
」
の
認
定

を
受
け
、
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
を
本
格

的
に
開
始
い
た
し
ま
す
。
次
に
、
去
る

３
月
の
県
知
事
選
挙
投
票
当
日
の
投
票

所
受
付
業
務
に
16
名
の
会
員
を
派
遣
い

た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
５
月
15
日

号
か
ら
「
広
報
し
ろ
い
」
全
戸
配
布
事

業
を
ス
タ
ー
ト
致
し
ま
し
た
。
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
が
市
内
全
域

に
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

60
歳
以
上
を
会
員
と
す
る
市
内
最
大

組
織
で
あ
る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

は
、今
年
度
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ「
地

域
社
会
の
活
力
あ
る
担
い
手
と
し
て
活

躍
す
る
セ
ン
タ
ー
を
目
指
し
て
」の
下
、

会
員
、
役
員
、
職
員
の
三
者
が
一
体
と

な
っ
て
、
地
域
の
皆
様
の
期
待
と
信
頼

に
応
え
て
い
く
よ
う
事
業
を
運
営
し
て

ま
い
る
所
存
で
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

理
事
長
挨
拶
（
要
旨
）

　

お
忙
し
い
中
、
総
会
へ
ご
出
席
い
た

だ
い
た
伊
澤
市
長
が
、
ご
自
身
の
ブ
ロ

グ
上
で
も
セ
ン
タ
ー
総
会
に
関
し
て
の

記
事
を
掲
載
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

総
会
当
日
の
ご
祝
辞
と
同
様
に
、
力

強
い
お
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。

　
『
セ
ン
タ
ー
理
念
で
あ
る
「
自
主
・

自
立
・
共
働
・
共
助
」
の
も
と
、
就
労

を
通
じ
て
自
身
の
生
き
が
い
を
発
見

し
、
社
会
に
貢
献
を
頂
く
と
と
も
に
活

力
あ
る
地
域
社
会
づ
く
り
に
も
ご
活
躍

く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
』

　

ご
期
待
に
沿
え
る
よ
う
努
力
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

　

当
セ
ン
タ
ー
は
白
井
市
か
ら
新
た
に

次
の
事
業
を
受
託
し
ま
し
た
。

①
空
き
家
対
策

・	

平
成
28
年
12
月
９
日
、
白
井
市
と「
空

き
家
等
の
適
正
な
管
理
の
推
進
に
関

す
る
協
定

書
」
を
取
交

し
ま
し
た
。

当
セ
ン
タ
ー

と
白
井
市
は

相
互
に
連

携
・
協
力
し
、

市
内
の
空
き

家
等
が
管
理

市
長
の
ブ
ロ
グ
に
て

新
規
事
業

広報全戸配布説明会

広報全戸配布仕分け作業

広報全戸配布会員
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平成29年後半配分金支払日
就業月 支払日 曜日
平成29年
７月

平成29年
８月25日 金

８月 ９月25日 月
９月 10月25日 水
10月 11月24日 金
11月 12月25日 月

12月 平成30年
１月25日 木

※	配分金明細書は年２回（５月・１月）に
一括して送付します。毎月必要な方は、
お手数ですがセンター事務局へご連
絡の上、直接窓口へお越しください。

　

全
会
員
の
方
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
。
93
名
の
方
か
ら
回
答
が
あ
り
内
訳

は
、
家
事
支
援
業
務
に
「
参
加
希
望
」

18
名
、「
興
味
あ
り
」
75
名
の
結
果
と

な
り
ま
し
た
。

　

地
域
ブ
ロ
ッ
ク
別
の
内
訳
は
左
表
の

と
お
り
で
す
。
な
お
、
家
事
支
援
の
具

体
的
な
推
進
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き

事
業
・
適
正
就
業
部
会
を
中
心
に
検
討

を
行
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
ま

す
。

　

現
在
セ
ン
タ
ー
で
は
毎
月
第
３
月
曜

日
（
休
日
の
場
合
は
翌
営
業
日
）
に
午

前
10
時
か
ら
セ
ン
タ
ー
会
議
室
に
て

「
就
業
相
談
会
」
を
開
催
し
て
お
り
ま

す
。

　

就
業
に
関
し
て
の
個
別
相
談
と
な
っ

て
お
り
ま
す
の
で
“
仕
事
の
紹
介
が
な

い
”
“
今
の
仕
事
か
ら
変
わ
り
た
い
”

等
、
相
談
の
あ
る
方
は
積
極
的
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

木
村　

宗
夫
（
大
山
口
・
第
２
地
区
）

鈴
木　

民
雄
（
大
山
口
・
第
２
地
区
）

齋
藤　

征
夫
（　

木　

・
第
１
地
区
）

井
田　

司
郎
（　

根　

・
第
１
地
区
）

三
谷
泰
次
郎
（　

復　

・
第
１
地
区
）

渡
會　

和
明
（
清
水
口
・
第
３
地
区
）

土
田　
　

実
（　

根　

・
第
３
地
区
）

穂
苅　

重
治
（
桜　

台
・
第
１
地
区
）

鈴
木　

良
子
（
堀　

込
・
第
４
地
区
）

印
南　

弘
行
（　

根　

・
第
１
地
区
）

岡
田　

数
則
（　

根　

・
第
３
地
区
）

金
田　

次
夫
（　

根　

・
第
１
地
区
）

高
橋　

三
郎
（
桜　

台
・
第
１
地
区
）

高
林　

親
夫
（
冨　

士
・
第
２
地
区
）

山
室　

幸
雄
（
け
や
き
台
・
第
３
地
区
）

山
之
口
利
巳
（
堀　

込
・
第
４
地
区
）

松
元　

育
美
（　

木　

・
第
１
地
区
）

増
田　

千
秋
（
七
次
台
・
第
３
地
区
）

渡
邉　

幹
雄
（
堀　

込
・
第
４
地
区
）

野
﨑　

恒
昭
（
清
水
口
・
第
３
地
区
）

植
木　

菊
丸
（
冨　

士
・
第
２
地
区
）

池
之
上　

博
（　

根　

・
第
４
地
区
）

中
嶋　

要
一
（
桜　

台
・
第
１
地
区
）

尾
形　
　

仁
（　

復　

・
第
１
地
区
）

武
藤　
　

健
（　

復　

・
第
４
地
区
）

セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

会
員
就
業
相
談
会
継
続
開
催
中

家
事
支
援
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

新
入
会
員
紹
介
（
敬
称
略
）

（
平
成
28
年
12
月
～
平
成
29
年
６
月
）

宮
元　
　

豊
（
冨　

士
・
第
２
地
区
）

畦
森　

秀
夫
（
南　

山
・
第
４
地
区
）

安
部　
　

徹
（
大
山
口
・
第
２
地
区
）

下
沼　
　

巖
（
白　

井
・
第
１
地
区
）

才
本　

節
子
（
冨　

士
・
第
２
地
区
）

坂
元　

清
春
（
堀　

込
・
第
４
地
区
）

三
橋　

雅
之
（
七
次
台
・
第
３
地
区
）

小
田　

茂
樹
（
大
山
口
・
第
２
地
区
）

小
林　

光
子
（　

中　

・
第
１
地
区
）

船
橋　

正
子
（
野　

口
・
第
３
地
区
）

中
村　

光
由
（
冨　

士
・
第
２
地
区
）

小
熊
緋
佐
江
（
神
々
廻
・
第
１
地
区
）

河
田　

直
子
（
清
水
口
・
第
３
地
区
）

関　
　

節
子
（
堀　

込
・
第
４
地
区
）

近
藤　

光
子
（
南　

山
・
第
４
地
区
）

山
本　
　

尚
（
冨　

士
・
第
２
地
区
）

青
山　

文
和
（
七
次
台
・
第
３
地
区
）

浅
田　

盛
三
（
冨　

士
・
第
２
地
区
）

長
島　
　

悟
（
桜　

台
・
第
１
地
区
）

田
村　

輝
章
（
南　

山
・
第
４
地
区
）

内
川　

篤
士
（
大　

松
・
第
２
地
区
）

家事援助アンケート集計結果
地域 参加希望 興味あり 合計

桜台 ２名 ４名 ６名
白井駅周辺 １名 23名 24名
西白井駅周辺 ８名 23名 31名
冨士 １名 11名 12名
その他
（平塚・白井・木等） ６名 14名 20名

合計 18名 75名 93名
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４
月
16
日
「
小
江
戸
川
越
散
策
」
日

帰
り
バ
ス
旅
行
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

参
加
者
は

25
名
。
現

地
川
越
シ

ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ	

ー
の
ガ
イ

ド
お
２
人

の
案
内
で

街
並
み
を

楽
し
む
こ

と
が
出
来

ま
し
た
。

　

次
回
の
旅
行
会
は
、
９
月
24
日
か
ら

一
泊
二
日
で
の
「
九
十
九
里
白
浜
温
泉

と
海
の
幸
満
喫
」
を
お
１
人
様
会
費
一

万
五
千
円
で
計
画
し
参
加
者
を
募
集
中

で
す
。

　

今
回
は
、
別
記
サ
ー
ク
ル
・
同
好
会

と
共
同
で
開
催
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
。

〈
白
井
市
Ｓ
Ｃ
旅
行
友
の
会
〉

会
長　

熊
田　

勝
利

監
事　

土
屋
登
志
子　

内
田　
　

弘

　
　
　

髙
光　
　

薫　

伊
東　

威
郎

　

同
好
会
・
サ
ー
ク
ル
に
つ
い
て
、

事
業
・
適
正
就
業
部
会
を
中
心
に

検
討
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

先
ず
、
全
会
員
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
の
結
果
２
９
３
名
の
方
が
何

ら
か
の
サ
ー
ク
ル
に
参
加
希
望

（
第
１
次
）。
次
に
、お
世
話
人（
暫

定
）
と
第
１
回
目
催
事
が
決
ま
っ

た
サ
ー
ク
ル
の
対
象
者
２
１
７
名

の
方
に
催
事
参
加
へ
の
有
無
等
を

呼
び
か
け
ま
し
た
（
第
２
次
）。

こ
の
集
計
結
果
は
別
表
の
と
お
り
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
順
次
、
催
事
が
進
め
ら
れ

ま
す
。
こ
れ
ら
の
サ
ー
ク
ル
に
未
登
録

で
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
、
世
話
人
を

お
引
き
受
け
く
だ
さ
る
方
が
あ
り
ま
し

た
ら
セ
ン
タ
ー
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
去
る
７
月
21
日
、
サ
ー
ク
ル

世
話
人
会
が
開
か
れ
今
後
の
サ
ー
ク
ル

運
営
方
法
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
い
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
会
員
で
あ
っ
て
も
、

お
互
い
顔
も
わ
か
ら
な
い
、
話
し
た
こ

と
も
無
い
方
が
大
半
で
す
。
同
好
の

サ
ー
ク
ル
を
と
お
し
て
、
生
活
の
張
り

合
い
、
健
康
の
維
持
な
ど
が
図
ら
れ
れ

ば
、
と
思
い
ま
す
。
も
し
、
関
心
が
あ

る
サ
ー
ク
ル
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
こ
の

機
会
に
参
加
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

◦
作
品
拝
見

渡
部　

厚
子
（
根
）

　

渡
部
さ
ん
の
ご
自
宅
を
訪
問
。
一
歩

足
を
踏
み
入
れ
た
瞬
間
か
ら
、
そ
こ
は

ア
ー
ト
の
世
界
。

　

作
品
の
一
つ
ひ

と
つ
が
、
と
て
も

輝
い
て
見
え
る
。

多
く
の
作
品
の
中

か
ら
そ
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

渡
部
さ
ん
は
こ
れ
ま
で
ア
ー
ト
フ
ラ

ワ
ー
や
ロ
マ
ン
ド
ー
ル
講
師
と
し
て
も

ご
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
号
の
表
紙
を
飾
っ
た
人
形
も
渡
部

さ
ん
の
作
品
で
す
。
こ
の
作
品
は
セ
ン

タ
ー
の
ロ
ビ
ー
に
飾
ら
れ
て
い
る
の
で

見
覚
え
の
あ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

優
し
げ
な
表
情
で
お
出
迎
え
し
て
く

れ
て
い
ま
す
。	

（
事
務
局
記
）

◦
生
き
甲
斐
を
感
じ
な
が
ら
の
就
労

近
藤　

之
博
（
清
戸
）

　

「
近
ち
ゃ
ん
は
、
定
年
退
職
し
た
ら

ど
う
す
る
の
？
」「
シ
ル
バ
ー
人
材
で
働

き
ま
す
よ
！
」
と
、
答
え
て
き
ま
し
た
。

　

定
年
退
職
し
て
、
早
速
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
に
会
員
登
録
し
ま
し
た
。

　
「
植
木
剪
定
講
習
会
」
を
受
講
し
、
修

旅
行
友
の
会 

便
り

各サークル第１回催事予定
月日 催事・内容 第１次

アンケート
第２次アンケート
入会希望 参加

ゴルフ ９/21 第１回ゴルフコンペ 27 19 19
パークゴルフ ８/19 体験レッスン及びプレー 26 ９ ９

旅行 ９/24
25 一泊旅行 35 12 ５

麻雀 ８/28 顔合わせ、運営方法等話し合い 28 ７ ７
パソコン ８/29 〃 25 10 11
カラオケ ８/25 〃 46 16 15
卓球 ８/30 〃 19 ４ ３
俳句・短歌・
川柳 ８/25 〃 11 俳句３

短歌２ ３
ウオーキング/
ハイキング 未定 〃 10 － －
囲碁 未定 － 16 ３ ３
将棋 未定 － 19 ３ ３
釣り 未定 － 11 ０ １

同
好
会
・
サ
ー
ク
ル
の
発
足

皆
さ
ま
の
活
動
・
作
品

ご
紹
介
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了
証
を
手
に
し
ま
し
た
。
現
在
は
「
植
木

剪
定
班
」
に
所
属
し
、
先
輩
方
に
御
指

導
を
仰
ぎ
な
が
ら
就
労
し
て
居
り
ま
す
。

　

先
輩
方
は
、
手
際
良
く
、
的
確
で
、

速
い
で
す
。
仕
上
が
り
は
、
樹
形
良
く
、

美
し
い
で
す
。
一
年
半
ほ
ど
経
ち
ま
し

た
が
、足
を
引
っ
張
る
こ
と
ば
か
り
で
、

ま
だ
ま
だ
初
心
者
で
す
。
手
助
け
を
し

て
頂
き
な
が
ら
、
何
と
か
就
労
さ
せ
て

頂
い
て
居
り
ま
す
。
毎
回
、
現
場
で
勉

強
で
す
。
得
る
こ
と
ば
か
り
で
す
し
、

楽
し
い
で
す
。
班
長
か
ら「
良
い
よ
！
」

を
頂
く
と
、
や
は
り
嬉
し
い
で
す
。
力

が
湧
い
て
き
ま
す
。

　

「
見
違
え
る
よ
う
ね
。」「
さ
っ
ぱ
り

し
た
わ
。」「
ご
苦
労
様
で
し
た
。」
と
、

依
頼
者
様
の
笑
顔
が
、
疲
れ
を
吹
き
飛

ば
し
て
く
れ
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
の
作
品
を
募
集
中
で
す
。

　

趣
味
の
写
真
や
絵
、
手
工
芸
作
品
か

ら
俳
句
・
川
柳
等
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
就
業
先
や
日
々
の
生
活
で
感

じ
た
こ
と
等
、
文
章
原
稿
も
大
歓
迎
で

す
。

　

事
務
局
宛
て
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

平成29年度各班長紹介
４月10日、平成29年度地域班・職群班の班長（下表）へ理事長から委嘱状が交付されました。
各班長には１年間センター事業推進のためよろしくお願いいたします。会員の皆様には積極的な
ご協力をお願いいたします。	 （敬称略）

平成29年度地域班　班長　一覧
第一地区　白井中・桜台中学校区 第二地区　大山口中学校区

役　職 氏　名 担　当　区　域 役　職 氏　名 担　当　区　域
地区長 小林　　保 地区長 榊原　皎太

１班長 渡貫　衛一
復794～1450国道16号西、木16号西 １班長 藤田　誠一 大山口１丁目
根55～93の西、94～135、445～480 ２班長 矢野　時敬 大山口２－４

２班長 渋谷　幹夫
白井、根１～54、55～93の16号東

３班長 黒坂　秀雄
大山口２－８、10、11、15

復1444～８、1451～1608 グランピア
1450の16号東、木16号線東 ４班長 広瀬　春生 冨士１グループ

３班長 田口　光一 清戸、十余一、谷田 ５班長 堀口　邦雄 冨士２グループ
４班長 小松　義政 桜台２～３丁目 ６班長 川邉　　俊 大松１丁目、根の一部
５班長 海老原　茂 神々廻、平塚 ７班長 片山　　茂 根・復・富士の一部
６班長 石戸　常雄 中、名内、今井、河原子 ８班長 只野和喜子 西白井１～４、根の一部
７班長 宇賀　　修 富塚、折立

第三地区　七次台中学校区 第四地区　南山中学校区
役　職 氏　名 担　当　区　域 役　職 氏　名 担　当　区　域
地区長 伊東　威郎 地区長 髙光　　薫
１班長 中兼　巳信 清水口１丁目、けやき台、根１部 １班長 黒島　孝一 南山１－１～１－５
２班長 谷本　滋宣 清水口１～２丁目の一部、根の一部 ２班長 笹原　和義 南山１－９、南山２～３丁目
３班長 清水　政男 清水口２丁目団地

３班長 佐藤　孝一
堀込２丁目－１～３

４班長 下村喜佐男 清水口３丁目戸建て 笹塚１～３丁目

５班長 舩橋　眞一
七次台１～２丁目、３丁目（七次台小南側） ４班長 竹内嘉一郎 堀込２丁目－４、堀込３丁目
野口、根の一部 ５班長 村上　寿章 堀込１丁目

６班長 菅谷　一幸
七次台３丁目（七次台小北側） ６班長 府馬　金司 池の上１丁目
七次台４丁目 ７班長 熊谷　泰治 池の上２～３丁目、根の一部

平成29年度職群班　班長　一覧
班　　名 班　　長 班　　名 班　　長

植木班

１　　班 中村　　榮

除草班

１　　班 草刈　　茂
２　　班 佐川　　功 ２　　班 鈴木　秀之
３　　班 菊地　良彦 ３　　班 大貫　武美
４班（育成） 向井　　功 文化センター班 鎌田　兼夫

駐輪場班
白井駅整理班 大日向洋一 石川　功夫

学童引率班
３丁目班 高野　一輝 久古　信之

西白井駅整理班 横内　武延 山口　忠司 ４丁目班 舩橋　眞一 所河　忠幸
巡回・撤去班 黒島　孝一 手工芸班 中山　晶子

会
員
の
皆
さ
ま
の
作
品
を
募
集
中
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平成 29・30年度　安 全 就 業 標 語
◇白井市シルバー人材センター安全就業標語
　〈平成29年度募集安全就業標語　最優秀作品〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三木良夫　会員（七次台）

◇千葉県シルバー人材センター連合会統一安全標語
　『「これくらい！」緩む気持ちが　事故を呼ぶ』
◇全国統一スローガン
　『事故防止、急ぐな、あせるな、気を抜くな』
　先に募集しました当センター「平成29・30年度安全就業標語」には14名31作品の応
募があり、安全部会委員を中心に厳正に選考の結果、上記最優秀作品のほか次の優秀作
品を決定の上、４月10日理事長よりそれぞれ表彰されました。
　なお、最優秀作品は平成29年度及び30年度当センターの安全就業標語として使用さ
せていただきます。

〈優秀賞〉
　「危ないぞ　互いに気配り　事故防ぐ」　二宮安雄　会員（冨士）
　「身の回り　確認しよう　もう一度」　　小林洋子　会員（桜台）

これくらい　思う油断が　事故のもと

◆
暑
い
季
節
が
続
い
て
い
ま
す
!!

　

草
刈
り
作
業
や
植
木
の
手
入
れ
等
最

盛
期
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

（
１
）【
熱
中
症
】
充
分
注
意

　

激
し
い
暑
さ
が
続
い
て
お
り
、
熱
中

症
予
防
に
は
、

“
暑
さ
を
避
け
る
”

“
こ
ま
め
に
水
分
を
補
給
す
る
”

“
こ
ま
め
な
休
憩
”�

等
々

※	

熱
中
症
は
屋
外
だ
け
で
な
く
屋
内
で

も
発
生
し
ま
す
。

　

	

屋
内
で
は
エ
ア
コ
ン
等
に
よ
る
温
度

調
整
、
屋
外
で
は
日
傘
や
帽
子
の
着

用
等
で
暑
さ
を
避
け
ま
し
ょ
う
。

　

	

ま
た
、
喉
が
渇
く
前
に
水
分
・
塩
分

の
摂
取
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

（
２
）“
ハ
チ
や
ア
リ
に
注
意
！
”

　
　
　

�
就
業
前
に
作
業
場
所
を�

充
分
確
認
し
ま
し
ょ
う
！

　

屋
外
作
業
で
は
、
蜂
刺
さ
れ
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。
ス
ズ
メ
バ
チ
に
刺
さ
れ

た
事
故
が
報
告
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
日
本
で
は
い
な

か
っ
た
「
ヒ
ア
リ
」
が
日
本
各
地
で

見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

見
分
け
る
の
は
難
し
い
で
す
が

「
赤
っ
ぽ
く
ツ
ヤ
ツ
ヤ
し
、
お
尻
の
色

は
暗
め
」「
働
き
ア
リ
の
大
き
さ
は
2.5

㎜
～
6.0
㎜
の
色
々
な
大
き
さ
の
ア
リ
が

混
ざ
る
」
等
の
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

　

万
が
一
、
ヒ
ア
リ
に
似
た
ア
リ
の
集

団
が
い
て
駆
除
を
考
え
た
場
合
は
最
寄

り
の
環
境
省
の
地
方
環
境
事
務
所
や
都

道
府
県
の
環
境
部
局
へ
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　

む
や
み
な
駆
除
は
ヒ
ア
リ
の
拡
散
や

在
来
の
ア
リ
を
駆
除
し
て
し
ま
う
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
刺
さ
れ
た
場
合
は

か
ゆ
み
や
膿
、
じ
ん
ま
し
ん
や
ア
ナ

フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
症
状
の
恐
れ
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

日
々
、
規
則
正
し
い
生
活
と
メ
デ
ィ

ア
の
気
象
情
報
等
に
気
を
配
り
、
今
夏

を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

安
全
ニ
ュ
ー
ス
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▼
異
常
気
象
が
続
く
昨
今
、
世
の
中
見

回
す
と
何
か
お
か
し
な
こ
と
が
続
い
て

い
ま
す
。
▼
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
新
し

く
同
好
会
・
サ
ー
ク
ル
が
発
足
し
ま
す
。

お
世
話
い
た
だ
く
方
は
大
変
で
す
が
、

同
好
会
の
皆
様
と
ご
自
身
の
た
め
と
発

奮
さ
れ
、
各
種
の
活
動
が
行
わ
れ
る
こ

と
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。
セ
ン

タ
ー
が
皆
様
か
ら
親
し
み
を
持
た
れ
、

お
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
場
と
な
る
と
い

い
で
す
ね
。
▼
ま
だ
ま
だ
暑
さ
が
続
き

ま
す
。
熱
中
症
に
は
、
く
れ
ぐ
れ
も
御

注
意
さ
れ
、
残
暑
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ

う
。

あ

と

が

き

＊募集・詳細等は広報「しろい」に掲載します。
（日程、人数等は変更になる場合がございますのでご了承ください。）

初級パソコン 梨栽培技能

襖・障子張替え 植木剪定

水廻り補修 網戸張替

縫製 家事援助（介護）

平成29年度講習会計画
月 講習会名 日程(曜日) 募集

人数

４ 梨栽培技能
（全７日/年）

３／22㈬
６㈭、12㈬ 終了

５

15㈪、16㈫

初級パソコン（入門）
ｗindows10
ワード、エクセル

29㈪～６／１㈭ 終了

６
草刈機取扱い ６㈫ 終了

植木剪定（夏期講座）20㈫～23㈮ 終了

７

網戸張替え ７㈮ 終了

初級パソコン（入門）
ｗindows10
ワード、エクセル

24㈪～27㈭ 終了

９

自転車点検・整備 ５㈫ ５

初級パソコン（入門）
ｗindows10
ワード、エクセル

25㈪～28㈭ ６

10

草刈機取扱い 11㈬ 10

襖・障子張替 24㈫～25㈬ ８

家事援助介護講座 19㈭ 12

11 植木剪定（秋期講座）13㈪～16㈭ 12

12

初級パソコン（入門）
ｗindows10
ワード、エクセル

11㈪～14㈭ ６

梨栽培技能終了式 中旬

１ 水廻り補修 16㈫ 12

３
縫製 22㈭～23㈮ 14

梨栽培技能（30年度）下旬 20

ボランティア活動のお知らせ
ボランティア活動として市内の美化活動を
予定しています。
　○�白井駅から白井市役所までの歩道ゴミ
拾い

　○七次台小学校校庭の清掃
　日時　10月18日（水）
　　　　９：00～10：00
　※雨天中止
参加ご希望の方は事務局までご連絡ください。


